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令和５年５月２日

５類感染症への移行後の学校における新型コロナウイルス感染症対策
について

入間市教育委員会

１ 健康観察について
（ア）発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる症状がある場合には、自宅で休養する

ことが重要であり、無理して登校しないようお願いします。

（イ）リーバへの毎朝の検温報告は不要になります。
※プール指導時や感染流行時など、必要に応じて検温等のお願いすること
もございますので、その際にはご協力お願いします。

（ウ）引き続き毎朝の健康チェックと出欠確認は継続します。

２ 濃厚接触者及び濃厚接触者相当の児童生徒の対応について
令和５年５月８日以降は、濃厚接触者としての特定を行いません。したがって

次の場合においても、直ちに出席停止の対象とはなりません。
・同居している家族が陽性となった場合
・学校で陽性者と接触があった児童生徒等のうち、感染対策を行わずに飲食

を共にした者であっても、新型コロナウイルス感染症の感染が確認されて
いない場合

なお、これに伴い入間市における「登校判断基準」は、廃止いたします。

３ マスクの着用について（大きな変更はありません）
（ア）学校教育活動においては、児童生徒及び教職員に対して、マスクの着用を

求めないことを基本とします。
（イ）マスクを外したい児童生徒が外しやすい環境となるよう配慮します。
（ウ）熱中症のリスクを踏まえ、体育の授業、運動部活動の活動中、登下校時な

ど場面に応じてマスクを外すよう指導します。
（エ）感染不安を抱き、マスクの着用を希望したり、健康上の理由によりマスク

を着用できない児童生徒もいることなどから、そういった者にマスクの着
脱を強いることのないようにします。

（オ）児童生徒の間でも、マスクの着用の有無による差別・偏見等がないよう適
切に指導します。

（カ）咳やくしゃみの際には、咳エチケットを行うよう児童生徒に指導します。
○３つの咳エチケット
咳・くしゃみをするとき･･･
①マスクを着用する（口や鼻を覆う） （マスクがある時）
②ティッシュ・ハンカチで口・鼻を覆う （マスクがない時）
③袖で口・鼻を覆う （とっさの時）
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４ 昼食・給食
（ア）「黙食」を求めません。ただし、食事前後の手洗いの指導や適切な換気を

実施するとともに、会食中は大声の会話を控え、飛沫を飛ばさないように
指導します。

（イ）給食の時間を利用した食育（バランスよく食べることの大切さ、仲間と味
わう食事の楽しさ等）の推進に配慮します。

５ 感染流行時等に一時的に検討することが考えられる感染症対策について
学校において感染が拡大、又は拡大するおそれがある状況が生じるなど感染流

行時等には、一時的に活動場面に応じた感染対策を検討・実施します。なお、対
策を講じる場合は、その感染が広がっているおそれの範囲に応じて、学級や学年
単位など必要な範囲及び活動にとどめるものとします。

（ア）マスクの取扱いについて
感染流行時等には、状況に応じて教職員がマスクを着用する又は児童生徒

に着用を促すことも考えられますが、そういった場合においても、マスクの
着用を強いることがないようにします。

（イ）活動場面ごとの感染症対策
感染流行時等には、状況に応じて、「感染リスクが比較的高い学習活動」

の実施に当たって、活動の場面に応じて
・「近距離」「対面」「大声」での発声や会話を控えること
・児童生徒等の間に触れ合わない程度の身体的距離を確保すること等の対
策を講じます。
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６ 陽性者発生時等の対応について
児童生徒の出欠席の取扱いは、表１、表２のとおり扱います。

（１）児童生徒が陽性者等となった時

表１ 出席停止の取扱い

対象者 期 間

【有症状者の場合】
発症した後５日が経過し、かつ、症状が軽

快した後１日を経過するまで

「症状が軽快」･･･解熱剤を使用せずに解熱
し、かつ、呼吸器症状が改善傾向にあること。

① 陽性者
【無症状者の場合】
陽性が判明した検査の検体採取日を０日と

して５日が経過するまで。ただし、出席停止
期間中に発症した場合は、「検体採取日を０
日として５日経過し、かつ、症状が軽快した
後１日が経過するまで」の期間とする。

体調不良者のうち医師等 学校医その他医師において感染のおそれが
② から登校を控えるよう指 ないと認めるまで

示された者（①を除く）

なお、出席停止解除後、発症から１０日を経過するまでは、児童生徒等に対
してマスクの着用を推奨します。ただし、その場合もマスクの着用を強いるこ
とはありません。

（２）その他 特別な事情がある場合

表２ 「欠席」の扱いとしない場合
学級あるいは学校内に陽性者が確認された場合等において適用します。

対象者 期 間

医療的ケア児・基礎疾患児で 主治医の見解を保護者に確認の上、「校
① 医師等から登校を控えるよう 長が出席しなくてもよいと認めた日」

指示された者

保護者から感染不安で休ませ 保護者の申し出により、「校長が出席
② たいと相談があった者で、か しなくてもよいと認めた日」

つ、校長が合理的な理由があ
ると判断した者
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７ 臨時休業の措置について
各学校において、校内で感染が広がっていると考えられる場合には、学校の一

部又は全部の臨時休業を措置します。臨時休業の目安は表３のとおりとします。
なお、臨時休業の種類は、その感染が広がっているおそれの範囲に応じて、学

級や学年単位など必要な範囲にとどめるものとします。

表３ 臨時休業の目安

種類 目 安

① 学級閉鎖 同一学級において、陽性者が発生し、かつ、体調
不良者が合わせて15～20％以上いる場合に、学校医
の意見を参考にして、学級閉鎖を措置します。当該
期間は５日間程度を目安とします。

＜学級閉鎖の目安＞

在籍児童生徒数 適用する割合

２０人以下 ２０％

２０人以上 １５％

② 学年閉鎖 複数の学級を閉鎖し、かつ、学年内で感染が広が
っている可能性が高い場合、学年閉鎖を措置します。
措置の検討にあたり、当該学年内の陽性者・体調不
良者等の発生状況等を踏まえ、学校医の意見を参考
にして判断します。

③ 学校閉鎖 複数の学年を閉鎖し、かつ、学校内で感染が広が
っている可能性が高い場合、学校閉鎖を措置します。
措置の検討にあたり、学校内の陽性者・体調不良者
等の発生状況等を踏まえ、学校医の意見を参考にし
て判断します。

④ 臨時休業の解除 出席停止が適当と考えられる児童生徒を除き、学校
（授業の再開） 医の助言も踏まえ授業を再開します。

担当：入間市役所学校教育課 04-2964-1111


